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今
日
で
は
、
大
半
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
で
は
、
長
期
修
繕
計
画
を
作
成

し
、
大
規
模
修
繕
に
備
え
て
必
要
な
資

金
の
積
立
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
．
長
期
修
繕
計
画
の
見
方

長
期
修
繕
計
画
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

長
期
的
な
維
持
保
全
に
必
要
な
修
繕
積

立
金
の
算
定
基
礎
と
な
る
資
料
で
す

が
、
計
画
書
の
利
用
に
は
、
次
の
点
を

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
一
）
長
期
修
繕
計
画
は
、
修
繕
積

立
金
の
積
立
「
目
標
額
」
を
決
め
る
資

料
で
す
。

長
期
修
繕
計
画
書
は
、
将
来
の
二
〇

年
～
三
〇
年
間
に
予
測
さ
れ
る
工
事
費

が
ど
の
く
ら
い
必
要
か
を
『
予
測
』
す

る
も
の
で
す
。
ど
の
く
ら
い
の
修
繕
積

立
を
す
れ
ば
将
来
の
工
事
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
予
測
す
る
も
の
で

す
。

（
二
）
修
繕
周
期
は
、
工
事
時
期
の

「
予
測
」
で
す
。

長
期
修
繕
計
画
書
の
修
繕
周
期
は
、

財
団
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー

な
ど
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
修
繕
周
期

を
参
考
に
し
て
い
ま
す
が
、
個
々
の
建

物
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
。
材
質

や
施
工
の
善
し
悪
し
、
建
物
の
お
か
れ

た
環
境
、
使
い
方
な
ど
に
よ
り
劣
化
の

進
行
も
異
な
る
た
め
、
修
繕
周
期
の
作

成
に
お
い
て
は
計
画
周
期
を
調
整
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
計
画

時
期
に
工
事
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
事

前
調
査
又
は
診
断
を
し
て
決
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
長
期
修
繕
計
画
は
将

来
の
予
測
で
あ
り
、
修
繕
工
事
の
確
定

的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
修
繕
周
期
の
設
定
】

修
繕
周
期
は
部
材
や
機
器
の
耐
用
年

数
を
目
安
に
決
定
し
ま
す
。
こ
こ
で
い

う
耐
用
年
数
と
は
、
税
務
上
の
耐
用
年

数
で
は
な
く
、
建
物
の
劣
化
度
耐
用
年

数
の
こ
と
で
す
。

「
財
団
法
人　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ

ン
タ
ー
」
の
修
繕
周
期
の
幾
つ
か
を
抜

粋
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
鉄
部
塗
装�

四
～
六
年

・
水
槽
の
付
帯
機
器
類
、
排
水
ポ
ン
プ

�

五
～
十
年

・
外
壁
・
バ
ル
コ
ニ
ー
の
床

�

十
～
十
五
年

・
屋
上
防
水�

十
二
～
十
五
年

　
（
例
え
ば
十
二
年
目
に
補
修
、

�

二
四
年
目
に
取
り
替
え
）

・
給
水
ポ
ン
プ
、
受
水
槽
の
取
り
替
え

�

十
五
～
二
五
年

�

（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
受
水
槽
は
二
五
年
）

・
機
械
駐
車
場
の
取
り
替
え

�

二
〇
～
二
五
年

・
硬
質
塩
ビ
管
（
排
水
管
）
の
取
り
替

え�

二
四
～
三
二
年

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

�

二
四
～
三
二
年

（
三
）
長
期
修
繕
計
画
書
の
工
事
費

は
目
安
で
す
。

長
期
修
繕
計
画
書
は
、
修
繕
積
立
金

を
算
出
す
る
基
礎
資
料
を
作
る
も
の
で

す
。
つ
ま
り
積
算
工
事
費
は
目
安
で

す
。
工
事
仕
様
に
よ
っ
て
工
事
金
額
も

変
わ
り
ま
す
の
で
、
具
体
的
な
工
事
を

す
る
際
に
は
、
改
め
て
工
事
見
積
書
を

取
る
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
修
繕
箇
所
の
劣
化
度
合

い
、
範
囲
、
修
繕
工
法
等
の
結
果
、
必

ず
し
も
修
繕
計
画
に
あ
る
工
事
費
と
一

致
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
工
事
費
は
、
計
画
書
作
成
時

点
で
の
費
用
を
算
出
し
た
も
の
で
、
将

来
の
値
上
が
り
と
か
消
費
税
の
変
更
を

見
て
い
な
い
の
が
一
般
的
で
す
。
そ
の

意
味
で
も
、
四
～
五
年
毎
の
計
画
書
見

直
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
四
）
長
期
修
繕
計
画
は
、
原
則
と

し
て
共
用
部
分
の
工
事
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

長
期
修
繕
計
画
は
、
修
繕
積
立
金
の

適
正
額
を
算
出
す
る
た
め
の
資
料
で

す
。
つ
ま
り
、
共
用
部
分
の
修
繕
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
。
区
分
所
有
者
の
責

任
範
囲
で
行
う
専
有
部
分
等
の
箇
所
は

通
常
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
共
用
部
分
の
工
事
を
す
る

際
に
、
同
時
に
専
有
部
分
の
工
事
も
し

た
方
が
良
い
設
備
も
あ
り
ま
す
。
共
用

部
分
の
工
事
の
際
に
専
有
部
分
も
対
象

に
含
め
る
箇
所
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、

予
め
管
理
組
合
に
お
い
て
方
針
を
示
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
．
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
は
、
修
繕

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か

（
一
）
修
繕
計
画
書
作
成
の
手
順

管
理
組
合
が
修
繕
計
画
書
を
作
成

し
、
積
立
を
行
う
手
順
は
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

①
修
繕
計
画
を
立
て
、
中
長
期
に
掛
か

る
と
想
定
さ
れ
る
修
繕
費
用
を
計
算

し
ま
す
。

　

修
繕
計
画
の
作
成
を
誰
に
依
頼
す
る

か
は
、
個
々
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
有
償
で
第
三
者

の
設
計
事
務
所
等
に
依
頼
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

②
必
要
な
修
繕
費
用
が
分
れ
ば
、
そ
れ

に
備
え
る
た
め
に
毎
月
い
く
ら
積
み

立
て
る
か
を
決
め
、
住
民
説
明
会
等

で
予
め
説
明
し
た
う
え
で
、
総
会
で

各
戸
の
修
繕
積
立
額
を
決
議
し
ま

す
。

③
修
繕
計
画
書
は
一
定
の
期
間
（
四

～
五
年
毎
）
で
計
画
と
積
立
金
の
見

直
し
を
行
い
、
経
過
年
数
の
期
間
中

に
行
っ
た
修
繕
実
績
を
加
味
し
て
、

徐
々
に
精
度
の
高
い
計
画
書
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。

（
二
）
修
繕
委
員
会
の
設
置

修
繕
委
員
会
を
設
置
し
て
、
長
期
修

繕
計
画
書
の
作
成
、
及
び
そ
の
実
施
に

備
え
る
の
が
現
実
的
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
準
備
を
し
ま

す
。

第
３１
回
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

実
践
セ
ミ
ナ
ー
報
告

実
践
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ
２

『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
修
繕
計
画
と
管
理
組
合
運
営
に
つ
い
て
』

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所
専
務
理
事

久
保 

泰
男　

氏
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①
必
要
な
図
面
の
整
備

・
複
製
の
作
成
も
検
討

②
修
繕
履
歴
の
整
備

③
使
用
部
材
の
確
認

・
分
か
ら
な
け
れ
ば
専
門
家
に
依
頼

④
計
画
書
の
作
成
を
ど
こ
に
依
頼
す
る

か
の
決
定

（
三
）
規
約
検
討
委
員
会
の
設
置

長
期
修
繕
計
画
所
の
作
成
に
お
い

て
、
規
約
に
係
わ
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
専
門
委
員
会
を
設
け
た
方
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

①
修
繕
箇
所
の
費
用
負
担
区
分
の
再
点

検
と
管
理
規
約
の
整
備

・
専
用
使
用
部
分
の
修
繕
な
ど
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

②
修
繕
・
改
良
の
想
定
と
管
理
規
約
の

整
備

・
共
用
部
分
の
う
ち
住
戸
に
附
属
す

る
窓
枠
、
窓
ガ
ラ
ス
、
玄
関
扉
そ

の
他
の
開
口
部
に
係
る
改
良
工
事

な
ど
に
お
い
て
、
費
用
負
担
が
問

題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
は
平
成
十
六
年
の
マ
ン
シ
ョ

ン
標
準
管
理
規
約
を
参
考
に
す
る

な
ど
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
四
）
工
事
時
期
の
決
め
方

修
繕
計
画
の
工
事
時
期
が
近
づ
い
た

ら
、
必
要
に
応
じ
て
診
断
を
し
て
、
実

施
時
期
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

工
事
時
期
の
決
め
方
と
し
て
は
、
私

は
、
四
つ
の
区
分
に
分
け
て
判
断
す
れ

ば
対
処
し
や
す
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
一
は
、
設
備
が
故
障
し
て
い
る
場

合
、
漏
水
が
あ
る
場
合
等
、
既
に
修
理

の
必
要
な
現
象
の
出
て
い
る
も
の
は
、

直
ち
に
調
査
ま
た
は
修
理
す
る
こ
と
は

当
然
で
す
。

第
二
は
、
設
備
等
の
故
障
が
日
常
生

活
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
、

例
え
ば
給
水
設
備
等
は
で
き
る
だ
け
早

め
に
工
事
す
る
こ
と
が
無
難
で
す
。
居

住
者
は
水
、
ガ
ス
、
電
気
が
使
用
で
き

な
く
な
る
事
態
を
通
常
は
想
定
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ら
生
活
に
大
き
な

影
響
の
あ
る
設
備
は
早
め
の
対
処
（
計

画
修
繕
）
が
無
難
で
す
。

第
三
は
、
工
事
箇
所
が
単
に
外
観
の

問
題
（
見
栄
え
の
善
し
悪
し
）
の
場
合

は
、
実
施
時
期
を
調
整
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
他
の
工
事
の
際
に
一
緒
に
実

施
す
る
方
が
経
済
的
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。第

四
は
、
足
場
を
掛
け
る
よ
う
な
大

規
模
改
修
工
事
の
際
に
は
、
幾
つ
か
の

関
連
す
る
工
事
を
同
時
に
工
事
を
し
た

方
が
効
率
的
・
経
済
的
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
足
場
は
工
事
が
終
わ
る
と
外
し

て
し
ま
い
ま
す
。
足
場
代
だ
け
無
駄
に

な
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
足
場
が
掛
か

っ
て
い
る
期
間
は
生
活
す
る
上
で
は
う

っ
と
お
し
い
も
の
で
す
。
足
場
を
掛
け

る
大
規
模
改
修
工
事
の
時
に
、
幾
つ
も

の
工
事
を
一
緒
に
計
画
す
る
の
は
そ
の

理
由
に
よ
り
ま
す
。

（
五
）
消
費
者
団
体
等
の
活
用

①
修
繕
工
事
の
経
験
を
積
ん
だ
建
築
士

等
の
活
用
は
有
効
で
す
。

②
埼
管
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
消
費

者
団
体
に
相
談
し
た
り
、
団
体
が
主

催
す
る
情
報
交
換
会
等
に
出
席
し
、

他
の
管
理
組
合
の
取
組
み
方
を
聞
い

た
り
、
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
も
極

め
て
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
全

国
１７
管
理
組
合
団
体
で
組
織
す
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
国
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
連
合
会
（
全
管
連
）
は
、
さ
る
１０

月
１４
日
・
１５
日
の
両
日
、
仙
台
市
戦

災
復
興
記
念
館
に
お
い
て
、
第
５５
回

代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
開
催
地
団
体
で
あ
る
東

北
管
連
の
鎌
田
会
長
を
議
長
に
選

出
、
厳
格
な
審
議
の
結
果
、
七
つ
の

議
案
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

＊
２
０
０
８
年
度
活
動
方
針

１
、
管
理
組
合
の
自
主
・
自
立
へ
の

支
援
と
「
二
つ
の
老
い
」
対
策

２
、
地
デ
ジ
移
行
に
伴
う
対
策

３
、
新
た
な
管
理
方
式
へ
の
対
応

４
、
全
管
連
の
普
及
・
拡
大

５
、
国
や
地
方
自
治
体
へ
の
連
携
・

協
力
が
承
認
さ
れ
た
他
、
国
交
省
で

検
討
さ
れ
て
い
る
新
管
理
者
方
式
や

地
デ
ジ
問
題
に
対
す
る
審
議
が
行
わ

れ
た
。

＊
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
に
伴
う
、

新
た
な
電
波
障
害
の
対
策
問
題

今
年
１
月
、
全
管
連
は
、「
地
上

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
国
庫
負
担
の
要

請
」
を
し
ま
し
た
。

そ
の
根
拠
は
、「
受
信
障
害
対
策

は
、
原
因
者
負
担
」
と
い
う
昭
和
５１

年
の
郵
政
省
通
達
で
し
た
。
今
回
の

地
デ
ジ
移
行
に
伴
う
共
聴
施
設
の
調

査
・
改
修
・
管
理
に
関
す
る
す
べ
て

の
責
任
負
担
は
、
地
デ
ジ
政
策
を
推

進
し
た
「
国
」
が
負
担
す
べ
き
と
主

張
し
た
の
で
す
。
し
か
し
総
務
省

は
、「
当
事
者
間
の
協
議
で
解
決
」

と
い
う
姿
勢
を
く
ず
し
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

＊「
新
管
理
者
方
式
」
に
対
す
る
対

応
─
管
理
組
合
の
自
主
・
自
立
へ

の
支
援

今
年
８
月
、
新
管
理
者
方
式
検
討

委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
が
、「
新

管
理
者
方
式
」
は
、
第
三
者
に
よ

る
、
管
理
者
管
理
方
式
と
信
託
方
式

が
あ
り
ま
す
。
全
管
連
で
は
、
①
管

理
に
対
す
る
決
定
権
が
区
分
所
有
者

か
ら
第
三
者
に
移
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
管
理
が
営
利
目
的
化
さ
れ
る
こ

と
、
②
多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
今
後

「
二
つ
の
老
い
」
を
迎
え
る
に
あ
た

り
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
た
め

全
管
連
と
し
て
の
意
見
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

�

（
佐
々
木
）

「
第
５５
回
全
管
連
代
表
者
会
議
報
告
」


